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i:ゴ入 I 本外科費 I編第］（） ~き第 l 披
部紫＼＼·：~色ヲほシテ居ル古~I ニ油JJJ スルト '.Z3分ヲ要ス（舵f!!lj ハ9分）。而j シテ此ノ l~f1；ラレタ背イ蜘
賄ハ40時！日j ヲ粧描スノL モ微＝認メ yレコトガ／ Ii，~七夕。
此：＝－｛火、ソテー 汚ブルー ！之内注射エヨリ Pu6.46しラクムス＇i'fれ夜ガl'n7‘0-7A ノ ），~）氏細胞居附近
＝浸潤サレタ詩デアル。 ソウスルト共ノ部ノ組織波ガ蛾批シテ来テ」リラ1赤ノ l'n6,46ヲPn
7,0～7Aニ！走シゾレヲ青色ニ九三ゼシメルノデアルガ，此ノ間色ニ要ス Jl.-時間iハ横散！主ノ~蓮＝




居 Jレモノヨリモ狭イ範~，： J内＝制限サレテ居 Jl.- ダラウ。此ノ：事ハ問t{L＼：ガ特設性脱姐ノ研究ニ
於テナサレタ L，也、部組織ノ酸素i'i党量ヵソ・yクナツテヰル1 ト云フ事賓トハ間接的ヂハアルガヨ
ク n合スル。 fk ツテ本石I~例ニ於テハ忠肢ハfjt肱・大津ー氏手術ニヨリ足閥的立；ハ略々ソノ制｜｜胞生
析機能ガ恢復サレテオ七夕ト解シテ良イ。此ノ：事ハえー方手術後12flfl；＝.行ツタ Moszkowicz氏




fr J Jjガ少イカニヨルモノデアラウハ ソレ故エイ（f肢ハ足闘riマデハ Ii柿il胞機能ガ rE常ニ逗ツ
タト理解セラレルトハ云へ向中：f¥J主ノ障碍ガ1訟メラレルヤウデアル。
イ11J レニ七ヨ｛斤1rJ~・大津氏手術後＝於ケル忠肢肉芽創部］）在ニ皮問中Jll胞ノ生前機能ガ著明ニ似iii




外科ユ於／V L ヴィタミン l ノ［悪用症例 ~I)
村上 ごL、ill iVJ （京都外科1）＇.~~合昭和1~＇. J'.5 H例合所前）
1) Basc,fow l¥：病ニ別スル了寸1lriflii支店世トシテノ Lヴィタミン「 A,BP c投興ノ妓リ1
1:tl. 者：鈴O タ00,24歳，女子（昭和JHli'・ 12/IV入院）
,: ~l三由1IJ ヨリ月1Rk!J柵，眼球突出，多食，多if，予指振品，；峨，心停止凶，気分ノ不安定等定刻的ナRa:.edow
氏病ノ抗候ガアル。 l;.f1 メ J,t礎f~；~［ ノ、 Knipping 氏波 ii1i: ヂ十55~o ヂアツ夕方ら Plummer 氏し Pレゴール1前療法ヲ
i n 6術ヨリ始メ Jtr ;1純二2えンダ lJI r=1 ＝－ ノ、＋：lO;";＝－低下h 気分モ粉々安定トナツ !l0併シf;¥J脈樽ノ、持
臨床 J!( 談 IO:!!) 
メテ不安定ヂアツ担。 LPレゴール寸ヲ夏＝奥へテ 1日45滴ニ及ング第14「Irl ＝－ 基礎＇（.＼；謝ヲ検スルト依然トシ
テ＋so，.；ヂ，脈樽モ不安’足ダアツタノヂ，其ノタ．日ノ朝ョリしヴィタミン寸Aトシテ Lゼコラミン寸 1日1姥，







ツテ説明セラレテ居 yt.-f.:R .＝.しヨード「ノ作川ハLチロキシン寸ニ劉シテ直4妾的ナモノデナク， 4足ツ
テLヨード1ハ時三議朋ノ放＊ヲf'J.ラレナイコトノアyレコトモ知ラレテ居ル。我々ノ症例＝於
テハ」ヨードニヨツテハ基礎代謝ヲ＋30%以下ニ低下シ，亦脈博ヲ安 Jと トス1レコトガ1+来ナカ









イカト考へラレルノデアル。 Lヴィタミン IーC ノFfl｝削除 Lホルモン.， ；：！.針スノレ作用ハしヴィタミ
ン1九ノ場合程著明デハナク，今日向充分ニ明カニセラレテ居ナイ Jテ予アルガ， Lohrノ、Lヴィ
タミン・1じトしチロキシン寸トノ間ノ生関内桔HI:作mヲ報告シ，我々モ亦1例 f B.1s;dow氏病
患者（従OハO子， 26歳，ム子）＝」ウ・ィタミン.，c 1 13300麗乃日間注射シテ基礎代謝ヲ＋cl.'¥.+%
ヨリ＋45.9%ニ低下セシ 1タ経験ヲイIシテ居yレ。しヴィタミン＇ B1モ亦 Basedow氏病＝針シテ
非常＝趨附i＝－作用スルノデ， Abderhaldenニヨレパ投興スル Lヴィタミン＇ B，ノ：，；：ガ大デアレ
パアルダケ個搾 JLチロキシン寸過敏症ハ低下シ， Sure-Buchanan .＝.ヨレパ101・ノ Lヴィタミ
ン， [l，ハ50r J Lチロキシン1ヲr;jt手口スルト，fフ。
しヴィタミン＇ A,Bl> Cハj折クノ如ク」ルゴール寸トハ作用機悼ガ異ナリ， rn1モ直接的ニヰf殻
二作用スルノデ， LJレゴール寸デ手術可能迄持チ来タシf'J.ナイ場合；：！.folフルトカ， LIレゴール寸
ト平行＝－ rn ヒルトカ，叉ハi巨燭＝使m シテソノ殺~ヲ利 Iii シ i'J. ル此lにナルぺシト考へラレル f
デア 1レ。 Plummer ハ手術師i底置トシテ」Jレ．ゴール寸ヲ使ヒ， Basedow 氏病手術ノ夜亡率ヲ 7）； ~iJ，；~
pセシメ．ソ ノ成杭ノ優秀ナコトハ首時ノ｜陀界ヲ驚嘆セシメタノデアツタカ＼吏エLヴィタミン寸
I 
。 ?? ， ? ， ? I l本タJ・科費削 f; 16 巻第：：披









腸制l捻輔!it手術後 L ワゴスチグ Z ンら腹部熱気浴z抗シテ，腸ノ、脱抑欣態 7依復セズ，服部膨揃，嵯~t,
千了？？性腸雑音ヲ開クノミヂアツタ0 L '7 ゴλチグミン寸 ヂ ドウシテモ放果ノナイ時•reヴイタ芝山 B1 I註
身f ヲ符タント企岡シ夕方・，怨．者ノ朕態ヵ・i斬次重篤トナルノヂ，術後約~o時間目（11/V）午後 7 時頃 Lヴイ？ ' 
♂ B,8庖ヲ注射シ :l'JjJj忽朝ノ、腸ノ緊盟主ノ、会タ依復シ自然放民モアル様＝ナツタ。











コトガアツタ。今度ノ、 1:3/Vl”j繭下列ノ険制（：.物ガ古：.－ 9' ソノ部ノ敵I組ヨリ出血シ始メ，約1ヶ月純々 1§
療 ヲ受ケ Fカ・止血シナイ。
初診H寺川血時間12分，血液凝岡時間4分，血小板数ノ、 116,930ヂアツタ。 gpチHI血時間ヵ・粉々 il延シテ居
ルノ ZF，血小板敬ノ、正常以上ヂアル。血液凝問時間ノ正常＝近イ勤ノ、接血病ヲ想ノ、セタガ，別＝遺侮l経ノ、
ナイカワ1¥・人ノ幼時ヨリ度々出血シ易イコトカラl限度／血友病ヂアラウト推定サレんしヴィタミン1（ノ、]f

















1934"1'－以来 Stepp 並ニ j~ ノ門下＝依ツテ Lヴィタミン寸 C ガ壊血病ニ針シテノミナラズ，血






ケタJi]j・,!I;今メノ 3間際汁ガ出タノミヂソノ後ノ、全クH:lナタナリ， ソノ内＝査を痘ガ現ノ、レ航、 dタ。糞痘ノ、漸次
著明トナツ夕方、約10日前ヲ級期ト シテ幾分経度 トナツタ様＝思ノ、レPレ。 4目前ヨリ時々悪寒ヲ以テ後熱シ，
夜エナyレト強タナル頭痛，不安，樹総出血ヵ・アル様＝ナツタ。
樹銀出血ノ、念速 ＝－~惑シテ，絶エズl!t キ Hi ス多）[l: ノ血液ト不安トノ然メ＝隠眠モ降碍サレルニ至ツタ。我












タ所今度ノ、J'f.采ノ Hi血モ樹線m血モ乾ク様＝止ツテ， 1 時間後HI血時間ノ、.J..）~）－ トナリ， i混血時間ノ、1'1'.:. 2分
トナリ， 15時間後＝ノ、出血時間モ 7分トナツタ。 2 ノiた態ノ、 24日普閉鎖キ， 翌日I司時刻200路ノ輸血ト共z
l~・イタミン1 C500庖ヲ注射シ 17Ji]j・, ソノ16時間後＝ノ、出血時間モ正常ノ：4分以下ノ'.fi:.2分トナツタn











1) Lヴィタミン＇ C ノ超大量出射ハ H-1血性素因エ於ル手術前「長世 トシテ最モI_J!想的ナモノ
デ、アル。




















ガ此例＝－ ＿，、喫~~j判事ハ全然ナイ。 ソノ動力・一寸了解シ難イ所ヂアル。 ソレカト云ツテ麟下垂侵股蕩トヵ，
1・uberculumsellae カラノ L メ＝ンギオーム寸エモ一致シナイ。ソレヂ念ノ震＝麟~録移ヲ行ツテ見ルト麟＊
系ノ、？でタ正常ヂ，雨側特＝左ノ f[IJ勝i室前角部ユハ全然安化ヲ認メナイ。従ツテ前頭葉艇場，、完全＝除外シ得
ル。 3仁和I底力他ノ部＝腫傍ガアルトイ 7:rトモコノ！隣室像カラノ、考へ難ィ。ソレヂ結局 Cisternar.hia.,malis 
部ノ慢性蜘妹膜炎ガ最モ疑ノ、シイト云 7診断デ，左前＼.＇ll ・甑頂・蕊I寂害事l糊頭術ヲ行ツタ（昭和14年 ~li · J ＼ ＇）。而
ルz左ノ前頭葉底面部，唆神経溝， Tuberculum措 llae，脳下垂修部＝ノ、腺傍モナケレパ，蜘株膜炎モ全然認メ
得ナカツタ。司監視紳ま票方雨側トモ色ガ彼方正色ヂ正常ヨリモ血管ノ充及ガ強イト恩ノ、レ9事カヲ視神経炎7ア
ラウカト考へラレタノヂアツ :lt。結局的自身 Z ノ、何モ費化ノ、見Ulサレナカツ :ltff，面白イヨトエノ、此患者7
術直後ノ約24時間＝互ツテ手術向IJ卸チプじ／側三f'側方・右＝比シテflJ＝－控i昆ノ；：·：；イ 4~ ヲ認メタノヂアル。卸チ手

























1) Beattie, Brow 及ビ Long(1930）ニヨレペソレハ第11崩｜
ノ如クデアル。印チ繭丘下部ノ Nucleusparavenlricularis ヨリ
褒川中脳，径髄ノ Fasciculuslongitudinalis mediali3, Substantia 
reticu larisヲ泊リ，脊髄前索中ノ Tractusvestibulo-spinalisヲ経
由シテ 01-L2ノ側角ニアル Columna intermedio『Jateralis =-
至上コ、デ交感ij1j粧運動按ト接続スル。コノ繊維ノ一部ハ種
々ノ高サデ他fqへ交叉スルガ大部分ノ織村上ハ交叉スルコトナク
同側ノ末桁Lノイロン 1へ連絡ス fレn コ／主知カラスルト蹴丘下
部及ビソレ以下ノー側性病鑓エヨツテ同側関’｜三側ノ交感神経
障碍ガ可能デアル。
2) Hunsicker及ピ Spiegel f宵験エヨルト幽im慌路ヲ辿ル
交感、府1経遠心路ガアル。コノ業績カラ見yレトー側副錐樫系ノ病
餐＝ョツテ反針側慌’｜ミ部ノ交感J耐1粧ガ可能デアfレ。
3) J. C. Whiteニヨレバ臨床的事寅ヨリ‘見テ 1)'2）以外ニ
第 l 間
中！前













第 2 岡 第 3 闘
肋間神経痛ヲ主訴トスノv)j-J膜内皮細胞腫
吉 岡 忠 夫 （京都外科集談合昭和14年4月例台所椀）
m 者： 64歳，男（昭和14年：w;m入院）
主訴；脊柿及胸部絞搾感








血液所見：赤血球数42:l商，血色素｛が（｝%（ザー リ），「1lfL球数6170, rJ•性多核「I血球46;'c, 1エオジン寸哨
臨床羽談 (i：み
n細胞2%, ~i;l;性日韓好細胞 1.5%，淋巴球 46.5J，＿ ，車紋及移行事H %，印チ比較的淋巴球場加ヲ示z。
尿所見：拠常ナシ。血清及脳脊髄液ニ於ケルZ氏反肱ll~性，目前脊髄液ニ司自：費量ナシ。
と線検査：；左側肺川部除彰納豆波l’メナルモ， ll~i ノ怒性IJif(蕩ト思ノ、レル陰影ナシ。ぇ肋Jl央w;－； ノ惨出液務官iナ
シ。脊本t:ヲミ ルz第VII胸十ftr:fHlJ.力骨横突起闘術部＝骨ノ破援像アリ oI.ツ1:r.i!"JV I, VJJJ肋骨＝ノ、後部脊校
＝近ク長制lヲ肋骨ト一致セシメタPレ紡銭形ノ限協ア H。第VI肋骨＝アルノ、約期t卵大，第VIIJ肋骨＝アルハ雀
卵大＝シテ，骨飢織ノ、組トナリ泡rt様 zシテ繊維性’f'i＇炎ノ如シ。脊村市 lJ而ヲミノレ＝第Vll胸椎以下港線ノ鋸




























松 木 箪 太（京布tlY枠内主談合昭和114"1王4月例台所協）
患者： 40歳，男
主訴；－＇・腹部ノ不快感
現病~：昭和l::r.ド12月下旬，食1J1：ト関係ナク， J：腹部＝鈍柿ガアリ， 1時間伏ヂ自然ニm退シタ。：： 1後
? ?? ? ?? I l本タi科代副首1¥ lfi谷第 4 宮尾
Ir.）所ユ膨i前J感ヵ・アリ， HF>I司／下痢ガlO[Jfな縦イタ。昭和14"1'-2月中旬，同様ナ症J伏方アツ夕方、局所／





布ノ、右乳線ヨ H凡ソ 4cm内方，下ノ、隣I I：凡ソ 7cmヂ限界比較的鮮明ナルモj：，家カーハ限界不鮮明。搾性
政，表商凹1"1不整，呼吸時＝移動シ， Pf気時＝同定シN。
臥液検査．血球数及ピ血液像共＝.:-.f常。




手術所見．上腹部IErJr切rm ＝ テ版除z入ル。版/J英ノ、治津，占’·~'ill·漏 Ui物，大綱映ノ法滞等ヲ認、メズ。胃ノ、周
悶ト癒務ス Jレコトナク，関内ヲ白 Fil ＝遊定ス Jレ星島卵大ノ l距街ヲフレ，表面不整， ~1{1性軟，夏＝小分ユ前ヒ幽
門橋ヨリユ cm 口側三栂指頭大ノ 5明性使ノ使紛ヲ 7 レル。附｜”j論ノ、外見 J·＿ ，~. i欣ナキモ，粉々硬タ鮪レル。脈
痢ト JI_：ユ小村ノ硬紡，幽門輪ヲ合ンデufナ PTPf絶問ニ胃ヲ切｜喰シ，端々l吻合ヲ地ス。
術後紋過 ： 良好ヂ~i I !Ulf;合合，初日 I=:1.:-治退院ス。
摘Ui標本．自1IJ主~ノノj、句ェアリシ硬紡＝一致シテ l民l形，大豆大ノ浅イ 1古傷ガアリ，幽門輸ノ、準＝肥l'i- シテ屑
Jレノミ。胃内ヲ自向＝逃走シタ JI丑樹ノ、形態。併~鶏卵大 6. 5 cm x :'j cmノ掩ヂ表面ノ、黒禍色，凹凸不盤， f甲性
軟， ：！＇IJ[百ノサT色， Lポロポロ 1 シテ肘テ~；·タナツタ L コノレク寸ノ断面ヲ忠ハシメル。特＝果皮ト j； ，純子トカノ
如キ阿形物ノ、認メナイ。
本例ハ「ji.lt傷ノ忠者ニ「iィiガ｛（(I:シテヰタモノデアル。 1'ィiハ充分＝移i)）］スルカラ， m蕩ハ
ソノ~51'.! ニ 依ツテ~t ジタモノトハ ，汚へ~1t ク， f/r汐J六ニ雨ffガイ長在シタモノテハナカラウカ。
結腸痛ト合併セノV良性＇1'腕場
l珂 f.: il¥ （京都外科集談合昭和146ド4月例台所前）
患者： 60歳， ,ig（昭和rn年 :l:1i:-.;l入院）
主訴：夜、結
主息mlf~ ：約 1 ヶ ]j 古IJ ヨリ｛応泊約 2 週間＝ 11叫トナリ，下腹部ノ ITl&ir的ー感ア九時々腸陥動不段ト共ュ下腹部
ヨリJ－＿腹部＝カケテ鈍痛ヲ来ス様＝ナツタ。ヨノ版有炉、亙；期I排出トJ七＝消火スル ヲ常トシタ。感心， R凶lノ、
ナイ。約i:, If Jilヨリ使意ノ、肱々アツタ ガ前ド排便ノ、ナイ。約1ヶI前＝糞便＝新量y，ナ血液ヲ視ジタノヲ認メ
タ。食忠良好。
既往踊普及ピ’i,Zh乱脈：特記ス可キモノハナイ。
一般{fr見 ． 悌絡小~~； ， 栄養梢々表 7。心， H市＝宅苦境ナタ， E筑（；！ ；淋巴腺／脈大ヲi メナイ。
局fr[Jlj・見． l、脱却ノ、極度 ＝ i湖没悦＝ l~ir焔シテヰルカ・，腸儲動不徳，腹壁締脈怨!lR，士事広，腹筋緊張，抵抗3
1豆腐等ヲf夜明セス・。心1軍部＝！限度ノJ桃山 γ訴ヘルガ， ソノ他／部ニ鷹（，(Jナシ。腸雑音ハ神常0 fl:〔腸膨大部エ
~＂~常ナク， Douglas J＿＼；／）＇）：二 JI主婦ヲ鰯知セズ。手指＝血液ヲ｜ヰj着セズ。
尿検査：著書聖ナシ。
血液検査；赤血球数58-5；笥，血色~i;l: /li ~； (Sahli), ソノ他ニ着型車ヲ認メズ。




次＝開制限鍛唆像検査ヲ行7＝－胃鍛袋ハ断~ ；＜.ノレコ トナタ附！”］＝向ツテ集紡シ，幽門ノ、狭窄サレテヰ Pレ。
fl. ヅ :re~立像ヂノ、幽門ニ丸イ大豆大ノ陰惨鉄観ヵ・アルガ， ソレノ、規則IT:シイ小サイ丸イ透明部ノ集合ヂアツテ





































1;:8 日本外科賀商第 16谷第 4 披
自同指迷入エ依ノV晶様突起ノ結石症朕
品 会













手術所見： j~（ ＂°右前腹筋外切開＝テ開腹。臨膜z ノ、具常ナク，鼠様ヲ提起ノ、盲腸後方： j／~テ強度二緊満，加
ilh，粉々延長充血シ癒着ナシ。内膝＂° 3篠ノ蜘員長ヲ鰯レル。型ノ如クj哉様突起切除術ヲ行7。体，p-0革ノ姻品











ガ， JA1（；ニ所ー スノLナラバ本f§ljハ1Eシク i：常品様突起＝設現シタ結イi症デアルト解セラレルモ
ノデアル。



























解過：かl商ヨリノ排股級メテ多景， 3f:目＝糞棲形成， H Fl 目＝ノ、創面カラ畑~.ガ排出サレ，術後 3 週
目頃ヨリ次第＝下熱， 4週目＝右腰部＝－！J切開ヲ施シ，以後方ljノ、次第＝縮小， 11週目＝悩快退院。
官事2例：患者： ao歳，男
現病縫： 3 日前突然腹痛アリ，腐強剤ヲ服月l シタトコロ， 2 日前ヨリ右側版部＝疹折i性硬結ヲ~をシ，悪寒
喰傑ト共＝~：；熱ヲ伴 7 二至ツタ n 霊童病来怒心， I恒例ソ、ナイ。
現症．一般欣態ハ比較的良。憾温：＇19.0°C。布側腹部＝繍主主性浮JI主性硬結アリ， E軽割前甚ダシク Blumberg





イヂ右側腹部＝斜切開ヲ施シテ向相；，；；＼•J-il： ＝残存セ Jレ股 7排出シ，般傍除ヵ・肝臓下商＝＂＂ r及ンデヰルコトヲ
確メタル後， Lゴム1排膿管7f雨入ス。
総遜；術後3fl tiカラ平熱トナツ夕方・， 2ツノ創口カラハ悪臭性アル濃厚膿ヲ多：J:il＝－排出， 16日目＝廻
育部ノ排膿管除去， 22,26日目ト順次イiOJlH主部ノ排般管ヲ短縮， 4迦目＝ノ、後方ノ排股管l除去， 。迦日＝会
治ス。
第3例： 16歳，男





































；＆ピ表皮股落ヲ見 Pレ。皮府！~Ji主鈍脱ス。 J/i直蕩ノ大サノ、J·.下50桝，！手サ 17糎，周悶57糎。コノ腫揚ノ l：内方ニ
i~JーツI：下27椀， mm可 19糎ノ同様／脆場アリ 0 i民度 l二昇ハ認メス勺 ~lfl力性硬，表面ハ問凸性，区痛無キモ指
E樫＝ヨリ；）＼：明ヱ DI~筒ヲ残ス。左右小陰厚手ノ、健：（EV，主脈蕩ノ、右大陰将ヨリヰiト腿ノ J: 2/:J {.'1但互ル支部＝テ
辿リ，小li'ff.疹ハイf大Iピザ「千，陰.1;1＿，た J.-:lii-~h ヨリ後ヒルモノナリ。





















































ι シテ漸ク治癒ス Fレヲ常トス。 1野yレ隙碍ノ、特＝冬期＝於テ甚シカリキ。現在モ繭側祉部＝数ケノI貨蕩ヲ有
ス。向I手折雨下腿ョリ足部＝カケテ知l怪異常ヲ来スコトアリ。歩行時雨際部ニ鈍痛ヲ鐙ユル事アルモ其以外
ユノ、別10ラシキモノ無シ。
現 fir'.：雨下腿足部＝ノ、全般トシテ萎縮 7認メズ。 1n.シ雨下腿中央以下ノ毛髪メ、殆ンド股落セリ。爾側特
＝左側第IE止ノ、著シク肥大シHツ内®re1~［ヲ曇セリ。コノ肥大ノ、軟部ノミナラズ骨ノ H巴厚エヨ Yレモノナリ。祉













































荒 木 千 里（京都外科集談合昭和14年 4 月初］合m~主）
縦U1i中盤」ノイリノ｛ム＇ ) j占］／：＇i1ニ蜘峨映挺j匝ガアツテソノt.'＝手術時臆蕩ノ護見ヲ困難エ シ．
或場合 z ハJ!ji ナ JI.-溢j庫ト誤認、セ ラレ死後告別金ニヨツテ始メテ提：~i1l1 *':U陀蕩ガ見出サレテ人ヲ鰐
カス司王カF少クナイ。他国小脳々橋隅角部＝於ケル)j重蕩ナキJ'1ノ設H主性蜘昧膜炎ノ司王Yレコトガア
ル。殊＝立ガ内；月：ノl同性炎症ニ制捜スル場合ニハ症欣的＝モ政府［1経睡蕩＝酷似スルガ故＝特＝
鐙別上注意ヲ要スル。
